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去年5つ 実 をつけた我が家の梅の木も今年は

一升近 く収穫す ることが出来た
。香散見草創刊

号で我が家の小 さな梅の木をご紹介したが、あ

れから1年 。この5号 で香散見草は創刊1周 年

を迎える。

香散 見草 も今 ではす っか り大学に定 着 し、 多

くのフ ァンを持つ ようになった。創刊 以来 さ さ

やか ではあ るが雑 誌作 りの一端 をお手 伝 させ て

いただいた もの として この1周 年 記 念 号の発刊

は何 に よ りも嬉 し く、心か らお祝い を 申 し上 げ

たい。香散 見草 は学生か ら教職 貝 まで 気軽 に楽

しく読 めて 、同時に図:書館 に関す る新 しい知 識

や情報 を得 るこ とが 出来 る雑誌 であ るが こ うし

た大学 図書館か らの情報記事 ばか りで な く、 も

っ と読者 の側か らも積 極的 に企 画や 編集に ア イ

デ アを提供 し、これ までに ない新 しい形の 図書

館報 を提 案 してみ てはいかが だ ろ うか。 そ うす

れば今 よ りもっ と楽 しい読者参 加の 稚誌に な り

図書館 に対す るイメー ジ も利用 の方法 も変 って

くるのではな いか と考 える。

例 えば 図書館 を利用 す る人達 同志 の情報交 換

の コーナーや 簡単 な創作 文の発表 コーナー ある

いは図書館 利用のユ ニー クなア イデア コー ナー

な どまだ まだ他に も色 々 と考 え られ るが 、こ う

した読者 間や 図書館 と読 者の間 の コ ミュニ ケー

ションの場 として も大 いに活用す る こ とも意義

あ るこ とと考え る。1周 年 を機会 に更に発展 し

た香散 見草 を読 者 と共 に考え創造す る新 しい図

書館 報 を期待 したい。

さて 、昨年 の秋 、香散 見草創刊号 を知 人の建

築家 谷川昭悦先 生にお送 りした ところ さっそ く

先生 か ら一通 のお便 りを戴 いた。 そ こには香散

見草 につ いて色々 と書か れてあ ったが,中 に と

て もお もしろい文章 をみつ けたの でその一部 を

ご紹 介 したい。以下 は原文 の ままである。(… …

…加 古 川に 「プルニエ」 とい う洋菓子屋 さんが

あ り割合 おい しいケー キを売 ってい るので時々

買い に行 きます 、主 人が梅林 さん とい う人で仏

語に しゃれてpruneを と ったの で しょ う、スペ

イ ン語 な らcirvela、 伊 語 な らsusina、 ポ ル ト

ガル語 ではameixa、 独 語 ではpflaume、 トル

コで はerik 、 ロ シア語 ではsilva、 ギ リシア語

ではdamaikinon、 ア ラ ビア ではqarasia、 ス ワ

ヒ リ語 にな るとtundakamazambarauと 段

々分 か らな くな ります。……)い かが で しょう

か 、他 にご存 じの 国の言葉が あ りました らお教

え下 さい。
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